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ALSOプロバイダーコース in 鹿児島 2024

Advanced Life Support in Obstetrics(ALSO)は1991年にACLSとATLSを参考にし
て考案された産婦人科救急に対応するためのシュミレーションです。
日本では2008年に初めて金沢大学が開催しました。その後2009年4月から現在に
至るまでNPO法人周生期医療支援機構（本部:石川県七尾市）がALSO-Japan事業と
して運営しています。鹿児島県でも2014年に初めて開催されました。2020年まで
年に1回行っていましたがコロナの影響などがあり開催できませんでした。
今年、県外県内の応援してくてくださる方々のおかげで再開することができました。
この場をかりて感謝申し上げます。
また、久々の開催で一般公募の準備ができず一般公募なしでさせていただきます。
今後再開を検討しています。連絡をくださった方々大変申し訳ありません。
今後とも鹿児島ALSOをよろしくお願いいたします。

コースは2日間でレクチャーだけでなく吸引分娩、肩甲難産、分娩後大出血の
シュミレーションなど少人数グループでのワークショップがあります。
また妊婦蘇生の分野はPerinatal Critical Care Course (PC3：ピーシーキューブ)
の要素も取り入れています。
レクチャーは妊娠初期の合併症、難産、妊娠の内科的合併症（妊娠高血圧症など）
妊娠後期の出血（前置胎盤など）、早産、破水、マタニティケアの安全性などが
あり産科に携わる医療者が満足できる内容になっています。
プロバイダーコースを合格した方は3年間有効の認定をうけることができます。
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